
自動水幕装置の開発について

，.まえがき

大地震が発生すると，数多くの火災が発生するとい

われ，住民による初期消火をしても.なお多くの延焼

火災が続出することが予坦されている。このため，大

火への危険性，さらには地域住民が避難場所に避難す

る道路の安全確保が大きな問題となってくる。これら

の火災に対処する消防隊I-i.放水の自動化あるいは省

力化によって，火災の延焼防止と避難路の安全を図る

ことが重要である。

そこで，ポγプ寧 1台の能力をフルに活用し， しか

も放水の自動化によって，広範囲の延焼防止または避

難路に水幕を張る方法について開発を進めた結果.自

動水幕装置の試作 l号が完成したので報告する。

2.概要

自動水幕銭援は，ポンプ車から延長されたホース・

ラインの各結合部に 6基の自動水幕装置を設定し，

ノズルの放水角度(左右の旋回角度〕を，放水流を利
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用して，一定の周期で自動的に往復運動を行ないなが

ら，無人放水することによって，tTfγブ車 1台で，約

120mの広範囲を延焼防止，または避錐路に水幕を張

って，避難者の安全を図るもので， その概要は写真

1， 2のとおりである。

3. 主要諸元・性能

自動水幕ノズル震量 4.5kg 

自動水幕ノスル取付け架台鏡量 11. Okg 

ノズル

ストレート・ノズル(口径13.14. 16mro o )各1

二口径ノスル(口径10m皿ox 2) 1 

扇形ノズノレ (ロ在1110m世相当〕

性能
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スノレ旋回l時間〈た芯45度で l食後〉約25秒

放水量(1基当り〕 約250，e/min 

第2図

4. 使用方法

(1) 示ンブ被から延長3れたホース・ラインの各結合

部に， 白9i!;水幕後i位6基ーを図 1または図 2のように

設定する。

(2) ノス、ノレの仰角を;@当な角度にして，ロ yク・ピン 定する。

(3)1 旋回回淀ワングで設

ポンフ匂車にもっとも近いノズノレ伐力が 4

になるようじ活水守る。

第 1図
5. 実験結果

実験体総

Pl ゃポンプ圧力

P2 ・ノスノレ恨元圧力

Q 流量

第

0 ・ノズノレ仰角

合旋回角度

水平射程

H 直上射程

B 落下巾 α
V
¥
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と程，旋回時間等の関係な‘実験した結幾は，表

りである。

(2) 実験結果

図3の体形で， ポンプ圧力に対する放水量，放水射
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自動水幕装置6基の全放水量となるので基当り

の紋水量生:~o .e /min 以下にする必要がある。

したがって，図4から250 /minとえcる/ス.ノレ圧

力を准定すると，次の表2のとおりである。

考察

スョノレ圧力と放水量の関係

自動水道準決後 i基のノメ.ノレ圧力と放水量的関係

を，表1から図示すると図4のとおりである。

3) 

表

25む
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扇形ノズル

第

O 

なお，本実験は基の自動水幕装置について行

なったもので，実際、の逆用体形，前記4のみn図の
直体形の場今は3 ポンプに近レものと遠いもので

は，ノズル圧力と放水烹に差が生じ μてくるのでタオ

リフィスまたは定流量:認をノズノレ本却に組み込み，

ノバノレからの教水::";O'等しくなるようにする必要が

ある。

イ ノズル圧力と放水射程の関係

放水量250C /minのときの放水性状を，前記表 l

から推定する.ぷ:の茨3のとおりである。

同 メトレート a ノだノレ土， 滋常の使煎状態で

は，十分実用に供し得るものと考えられるが，

強風下においては問題があるので，ポンプの連

250 扇形ノズノレ (11'脂質O 

放

水

量
8 
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発話

自殺*~銭円の設長十11 ， ポンプ主事のボンゾ性自足，

15k罫/部2で絞水素1.的o.eJminの約お0%
運転するようにしてある。すなわち， 1， 900.e jmin 
x 0.8= 1， 500.e jminである。この1，500.e /minが
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第3表

μズル圧直上射1水平I

ノズル種別|カ 濯H I程L
Kkgfa的 I(m) I (m) 

ストレート・ノズル IS.5 12 1 15 I 1 
(13m珊φ)I u. " "'" I '" I 

径ノズル .. A I "'1 1 
00m回世x2) I 4.0 I 10 I 12 I 5 

3欝形ノズル I 5. 5 1 9 1 11 I 6 
(11m回世相当)I "." I " I U I 

合運転等によって，大口径のノズルを使用する

必要があると思われる。

(イ)二口径ノズルは，ノズルの開き角度が15度で

あるが， 7.K幕用として使用するためには，落下

巾の点からも，各口径の開き角度を多少大きく

した方が効果的のように考えられる。

(吟扇形ノズルは，開き角度20度であるが，放水

流は，この20度より小さくなる傾向にあった。

しかし，水幕用としてはもっとも効果があるこ

とが確認されたので，扇形の形状等を改良して

効果的な水幕を張るようにする必要がある。

ウ ノズル圧力と旋回時間の関係

ノズル圧力と旋回時間の関係を，前記表1から図

示すると，次の図 5のとおりである。

第5図
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この図5から，放水量250.ejminのときの旋回時
聞を推定すると，次の表4のとおりである。

ノズル種別

ストレート・ノズル
(13mmφ) 

一口径ノズル
(10皿mr/lx 2) 

扇形ノズノレ
(II回世相当〉

第4表

i44j25列旋回575(450う

(7) 旋回角度45度の往復所要時間を，放水性状等
から判断すると， 目でみる限り旋回所要時聞を

( 28 ) 

短縮した方が，より効果的な水幕が作れるよう

に思われる。

付) 旋回速度においては，右方向と左方向に大き

な差を生じていることは，前記表 lのとおりで

ある。しかし，より効果的な水幕とするために

は，左右の旋回速度を同じにする必要がある。

その方法として，主ノズルの放水方向を回転中

心からずらして，放水反動力を旋回速度の遅い

方向に利用するようにすると，左右の速度が同

じになることが判明したので，今後はこのよう

な形状のノズルに改良する必要がある。また，

これによって，ある程度は旋回時間の緩績も図

られるように思われる。

6.特長

(1) ポンプ車 l台で，無人でしかも広範趨に自動放水

または自動水幕を張ることができる。

(2) ホース・ラインの結合部に設定できるので，取扱

い操作が容易で‘ある。

(3) 政水の自動化，省力化が得られる。

(4) 維持管理が容易である。

7. あとがき

自動水幕装置は，消防活動の自動化，省力[じを目的

として試作したものであるが，今回の実験結果から，

この実用性が確認できたように考えられる。しかし，

実用化のためには，次の点を検討，改良する必要があ

る。

(1) 左右の旋回所要時聞の短縮を図ること，これには

副ノス.ルの口径を大きくするか，主ノスノレの放水反

動力の利用を考えたノズルの形状等で倹討する。

(2) 各ノズルからの放水震を等しくするために，ノズ

ル基部に定流量著書を組み込むなどで検討する。

(3) 水幕用のノズル〈二口径ノス.ル，扇形ノス‘ノレ〕の

形状を考え，落下巾を大きくするように検討する。

(1) 自動水幕装置に使用するホースの耐熱性を倹討す

る必要がある。

以上のことを総合的に検討し効率的な白動水幕装

置の開発を図りたいと考えている。


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086



